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リマテック株式会社（東北支社）
～岩手県大船渡市内における災害廃棄物の処理～

再生処分部会の第２回目の調査事業として、４

月12日にリマテック株式会社大船渡事業所を視察

した。

2011年３月11日に発生した東日本大震災は、16

年前の阪神大震災をはるかに超える国内観測史上

最大の大地震であった。東北地方の太平洋沿岸部

は地震と津波により壊滅的な被害を受けた。

リマテック株式会社は、主要顧客である太平洋

セメント株式会社が岩手県大船渡市で操業、また、

2004年より青森・岩手県境における不法投棄現場

原状回復事業に携わっており、東北地方には以前

より深いつながりがあったことから、東日本大震

災の震災廃棄物の処理及び復興支援に逸早く対応

した企業のひとつである。

同社は阪神淡路大震災の震災廃棄物除去業務を

請け負った経験から、復興には災害廃棄物処理計

画策定のスピードが重要であると感じられ、発生

後間もない３月16日には秋田経由で岩手県に入り、

自治体担当者とさまざま協議を重ねた。策定され

た災害廃棄物処理計画の基本方針は「災害廃棄物

処理に伴って地域雇用を創出し、その後の地域復

興を加速させる」とし、地元企業を中心に、太平

洋セメント株式会社大船渡工場の協力を得ながら、

協業体制を確立、処理計画の遂行を目指した。で

きるだけ迅速かつ円滑な対応が必要と感じた同社

は、４月20日には東北支社を登記、東北支社を岩

手県内での活動拠点と位置付け、全社挙げてバッ

クアップ、社内リソースを有効に活用できる体制

を整備した。

地震による大津波で大きな被害を受けた大船渡

市や陸前高田市では、がれき類だけでなく、沿岸

部にある水産加工業者の倉庫や工場から発生した

水産廃棄物の処理が大きな問題となっていたが、

関係各方面と粘り強く交渉・調整を重ねた結果、

震災から３カ月あまりが経過したところで、本来、

条約で禁止されている「水産廃棄物の海洋投棄に

よる処理」が特別に認められた。地元建設業協会

や被災された水産加工会社の従業員の協力を得て、

海洋投棄を行う準備として手作業による選別作業リマテック㈱提供
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を行い、６月28日に海洋投棄が行われたそうである。

多種多様な廃棄物が混ざっている災害廃棄物を処理するためには、「できるだけ早い時期での分別」が

基本であり、解体・撤去段階からの分別を徹底するとともに、仮置場や一時保管場所等の廃棄物の集積場

でも重機や機械とマンパワーによる破砕・分別作業を行うなど、迅速処理と高リサイクルの両立を実現で

きる処理計画を立案し、実施した。さらに、倒壊家屋の解体・撤去、解体後の廃棄物の運搬や処理に至る

までの各工程についても、交通渋滞や粉塵、騒音、振動などの発生を極力抑制できる処理計画を策定した。

大船渡市内１ヵ所に設置された一時保管場所では、仮置場から搬入された災害廃棄物の数量管理、処分

及び再利用先に応じた選別、選別後の搬出数量の管理を行っている。我々でもどこから手を付ければよい

のか悩むような廃棄物の山であったが、広大な敷地に計算された選別システムが組まれており、ユニット

化、標準化が行われ、18品目もの分別を行っている。分別が進んでいるとはいえ、焼却処理しかできない

廃棄物もあり、そういった廃棄物は、太平洋セメント株式会社大船渡工場にて適正に焼却されることにな

るが、それを行うためには、すべての廃棄物に含まれる塩分を抑える必要がある。こちらでは除塩設備と

して大きな洗濯機のような洗浄設備や、廃水を浄化する大規模な水処理施設を整えられており、見学時に

も施設の追加工事をされていた。除塩設備の横にはリマテックの寮が建てられていたが、施工、管理、指

導についてはリマテックのスタッフで運営されているが、それ以外の業務についてはほとんどが地元での

雇用となり、100名を超える地元雇用を実現しており、基本方針として挙げられた「地域雇用の創出」を

成功させている。

リマテックへ向かう途中、我々が見た被災地の状況は、本当に悲しく辛く空しく言葉にならなかったが、
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大船渡の選別場では積み上げられた災害廃棄物は次々

と片付けられており、早期復興を目指し、地元と企業

が手を携えて猛烈な勢いで処理が進んでいる印象を受

けた。現時点では2014年３月に処理終了する計画を立

てられているそうだが、一日でも早く終了させるため

に全員一丸となって取り組んでいる状況であった。

大船渡の現場では、災害廃棄物の処理が始まってか

ら、スタッフはほとんど休みなく泥まみれになりなが

ら業務を遂行されているそうだ。「被災者のみなさま

の希望へとつなげていくことが私たちの使命だと考え、

地元企業様と一緒に取り組んでいきたい」と話される

リマテック株式会社のスタッフの方々に、本当に頭が

下がる思いである。

リマテック株式会社が携わるこの地においては、災

害廃棄物の処理は比較的スムーズに進んでいるが、他

市他県ではまだまだ処理が進んでいないのが現状であ

る。今回の視察にてあらためて我々処理業者ができる

ことがまだまだあると感じた。そして廃棄物処理のエ

キスパートである我々こそが、実行部隊としてこれか

らの復興支援の先頭に立たなければいけないと強く感

じ、岩手を後にした。

最後になりましたが、大変お忙しい中、ご丁寧な対

応していただきましたリマテック株式会社のスタッフ

の皆様方に深く感謝申し上げます。


